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「自分のよさを見つめる 成⾧をふりかえる」 

校 ⾧  川畑 豪則  

玄関先には、１年生が育てているアサガオがつるをぐんぐん伸ばしています。体育館周り
には、２年生が育てているトマトがかわいらしい実をたくさんつけています。３年生はどん
なきれいな花が咲くのかを楽しみにホウセンカを大事に育てています。 

１年生から３年生の子どもたちは、登下校の折、毎日の日課として植物への水やりを行っ
ています。植物の育ちに心をときめかせ、ワクワクしながらお世話をしています。自分の手
で育てたトマトは、お店で買ったトマトとは違い、トマトとのかかわりが多い子ほど愛着を
感じています。「ここにも、トマトの実、できたよ！ 早く赤くなってほしいな」、「赤くな
ったら、一つ、お家に持って帰ろう。お母さんにあげよう！」そんな声が聞かれます。 

子どもたちは、植物の大きく生⾧した姿（茎・葉・花・実等）に目をひかれ、土の中で育
つ根の姿は見えないこともあって、あまり気にもとめません。立派に育った植物には、それ
に見合う根が育っているはずです。 

よく、樹木には「地上に伸びている幹と同じ⾧さの根が地中に伸びている」と言われま
す。天に向かってすくすくと伸びた大樹には、それを支えるに足るだけの深い根があること
を子どもたちには忘れずにいてほしいと思います。 

さて、今学期も残すところ３週間となりました。子どもたちは、暑い中、各学年の学習の
まとめに取り組んでいます。 

この３ヶ月間、１日も休まず登校した子、毎日積極的に発表をがんばった子、友達にいつ
もやさしく接した子、トイレのスリッパを次の人のためにさりげなく並べた子、先生や友達
に相手に伝わる爽やかな挨拶をいつも心がけた子、掃除に黙々と取り組んだ子、係や委員会
の仕事をきちんとやり遂げた子・・・など、それぞれにがんばりや成⾧があったはずです。
１学期のまとめのこの時期、自分のよさや成⾧を感じさせながら、楽しい夏休みを迎えさせ
たいと思います。 

 

めざす児童像 

☆ 向上心をもってがんばる子 

☆ 心が豊かでやさしい子 

☆ 心身共に明るく健康でたくましい
子 

 先日は、地域の方々や地区委員様、安全部員様をはじめとする育生会員の皆様には、
各地区の「地区懇談会」にご参加と運営面でもご協力を頂きありがとうございました。 

自身の人権感覚をブラッシュ・アップする機会に、また、同和人権問題について正し
く学ぶ機会に、また登下校道の危険箇所について話し合う機会となりました。地区懇談
会を通して学び合ったことを、今後の「地域・家庭・学校が連携して、子どもの成⾧を
見守り、育てていく活動」に生かされることを願います。 



 


